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Vision 自助力の向上に向けて

突然の体調不良 症状の悪化

不安・処置がわからない・意思決定ができない

• 適切な医療が適切なタイミングで提供されること、すなわち医療の受診機会の最適化が
課題の本質。

• 医療提供が最適のタイミングで行われれば、重篤化は予防され医療需要を抑えることが
できる。また受診の必要がない医療を抑制することも同様である。

• 健康や医療対応における意思決定ができない。
• この課題は災害時により大きな問題となって対応が迫られる。

不要不急の受診 重篤化

医療費増：重症化・合併症の進行/必要性のない医療の提供＋心理的不安

常用薬

病名

処置weara
ble

症状

睡眠

過大判断 過小判断

変化の予測 正しい知識と把握

使えない

知らない
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医療機関での評価
• 平均的な診察で1分以上の時間短縮が得られた
• 時間短縮以外の負担軽減に関する肯定的な意見
• 「記載漏れがなくなる」
• 「負担軽減の結果としてより詳細な記録が可能に
なる」

• 「的確な用語が提示される」
• 「記載の曖昧さが減る」
• 「話題がトピックごとに整理される」
• 「意図を汲んだ要約がなされる」
• 「検査値が適切に解釈される」
• 「患者との会話に集中できる」
• 「患者を見たまま話し続けられる」
• 「会議、病状説明、所見レポート作成にも有用」

• 会話の話者別判断：同意説明
• 詳細なSOAP

• 職種別の要約
• ポイント判断
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OTOMO
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医師の診察時の指示
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新たな応需へ



周産期医療への期待
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状態の変化/定期検診妊活 予期せぬ事態 出産 新生児/乳幼児

日々の管理 急変への対応 正しい知識最適化された受診

予定された医療/重篤化を抑える医療 予定外の医療/重篤化に対応する医療

少ない医療リソースで
安心安全な医療を提供しながら、
医療費の適正化を目指す
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• 医療従事者の生産性向上
• 医療記録の質の向上
• エビデンスデータの創出

• 自己対応力の強化
• 健康意識の向上
• 安心感の獲得

少子高齢化や2025年問題(ピークアウトする医療・介護需要)への対応、
地域医療の崩壊への対応

減災・災害時支援



SOAPilotとOTOMOが作る循環型医療の意義
• 患者のPHRアプリに日常の症状を自然に記録し、AIが要点を要約。診察時には会話から
自動でSOAPを生成し、医師は確認・修正のみで記録業務が大幅に効率化される。

• PHR(Personal Health Record)の在宅データは診察AIの精度を高め、より的確な評価・
診療計画やマイタイムラインを作成できる。

• 診察結果や指示はPHRに自動反映され、患者は理解と自己管理が向上し、受療行動の質
も高まる。

• 医師は負担軽減と診療の質向上を同時に実現できる。
• さらに、早期発見や再診過多の抑制により医療資源の適正利用が進み、社会全体の健康
度向上や医療費の抑制にもつながる。

• これにより、患者・医療者・社会保障のすべてにメリットをもたらす持続可能な医療
データ循環システムが実現する。

• 少子高齢化では、高齢者の複雑な慢性疾患管理に役立つほか、周産期医療では妊娠中の
微小な体調変化を把握し母子の安全性向上に貢献したい。

• 患者・医療者・社会の全方位で価値を生む医療データ循環システムとなる。
• そしてこうしたエコシステムは災害に強い社会を形成していく。
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